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関与事例が増えるなか期待される所作とは？
社外役員が不祥事対応を行う
際の考え方と留意事項

河江健史会計事務所
公認会計士

河江　健史
張本公認会計士事務所
公認会計士

張本　和志
ひふみ総合法律事務所
弁護士

矢田　悠

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●執行部門が初動において不適切な対応を行ってしまうことで二次不祥事と
なりかねないため、社外役員は監督や監視の視座から積極的に必要な対応
を提言すべきである。
●独立性の高い調査委員を選任する必要がある場合、経営者主導ではないこ
とを担保するために、社外役員が選任にあたって積極的・主導的に関与す
ることが重要である。
●調査委員会に、社内に精通した社外役員が参画することは有意義である。
●調査委員会とのコミュニケーションにとどまらず、調査終了後の再発防止策
の策定・実行にも、社外役員の積極的な関与が望まれる。

不
祥
事
対
応
に
お
け
る

社
外
役
員
の
役
割

⑴　
最
近
の
状
況

不
祥
事
対
応
の
た
め
の
調
査
委
員
会

の
委
員
構
成
を
眺
め
る
と
、
純
粋
に
外

部
専
門
家
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
委

員
会
ば
か
り
で
は
な
く
、
代
表
取
締
役

や
常
勤
監
査
役
が
委
員
を
務
め
る
委
員

会
も
あ
れ
ば
、
社
外

取
締
役
や
社
外
監
査

役（
以
下
、「
社
外
役

員
」と
い
う
）が
委
員

を
務
め
る
委
員
会
も

見
受
け
ら
れ
る（
図

表
１
）。
２
０
１
５

年
と
２
０
２
０
年
を

比
較
し
た
調
査
委
員

構
成
の
特
徴
と
し
て

は
左
記
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

・
外
部
専
門
家
が
調
査
委
員
を
務
め
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

・代
表
取
締
役
や
取
締
役
、執
行
役
員
が
調

査
委
員
を
務
め
る
ケ
ー
ス
は
半
分
程
度

に
減
少
し
た
。

・
常
勤
監
査
役
が
調
査
委
員
を
務
め
る

ケ
ー
ス
は
半
分
程
度
に
減
少
し
た
。

・
社
外
監
査
役
が
調
査
委
員
を
務
め
る

ケ
ー
ス
は
、直
近
に
お
け
る
絶
対
値
と
し

て
は
多
い
も
の
の
、２
０
１
５
年
と
の
比

較
で
は
半
分
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

・
社
外
取
締
役
が
調
査
委
員
を
務
め
る

ケ
ー
ス
は
、直
近
に
お
け
る
絶
対
値
と
し

て
も
大
き
く
、２
０
１
５
年
と
の
比
較
で

も
2
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

⑵　
関
連
す
る
公
表
物

社
外
役
員
が
不
祥
事
に
直
面
し
た
際
に

参
考
と
し
た
い
公
表
物
と
し
て
は
、
左
記

が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
上
場
会
社
に
お
け
る
不
祥
事
対
応
の
プ

リ
ン
シ
プ
ル（
日
本
取
引
所
自
主
規
制
法

人
、２
０
１
６
年
２
月
24
日
公
表
）

・
グ
ル
ー
プ・
ガ
バ
ナ
ン
ス・
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
実
務
指
針（
グ
ル
ー
プ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）（
経
済
産
業
省
、２
０
１
９
年
６
月

28
日
公
表
）

・社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
日
本
弁
護

士
連
合
会
、２
０
１
９
年
３
月
14
日
改

訂
）

・監
査
役
監
査
基
準（
公
益
社
団
法
人
日
本

監
査
役
協
会
、２
０
１
５
年
７
月
23
日
改

正
）

・
社
外
役
員
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（図表１）　調査委員会への社外役員の関与
2015年 2020年

社外監査役 23人 12人
社外取締役 7人 20人
※　第三者委員会ドットコムに掲載された、2020年と2015年の不
祥事に関する調査委員会リストより、調査委員の箇所に記載されて
いる延べ人数をカウントした。

focusfocus
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（
経
済
産
業
省
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・
ガ
バ
ナ

ン
ス・シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
研

究
会
、２
０
１
４
年
６
月
30
日
公
表
）

・
重
大
な
企
業
不
祥
事
の
疑
い
を
感
知
し

た
際
の
監
査
役
等
の
対
応
に
関
す
る
提

言（
公
益
社
団
法
人
日
本
監
査
役
協
会

ケ
ー
ス・
ス
タ
デ
ィ
委
員
会
、２
０
１
２

年
９
月
27
日
公
表
）（
以
下
、「
不
祥
事
対

応
提
言
」と
い
う
）

本
稿
に
お
い
て
は
、
社
外
取
締
役
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
監
査
役
監
査
基
準
、
不
祥
事

対
応
提
言
を
主
に
引
用
し
つ
つ
解
説
す

る
。不

祥
事
対
応
に
お
い
て

期
待
さ
れ
る
役
割

不
祥
事
対
応
に
あ
た
っ
て
、
社
外
役
員

に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し
て
、
公
表
物
に

お
け
る
左
記
の
記
載
が
参
考
と
な
る
。

【
上
場
会
社
に
お
け
る
不
祥
事
対
応
の

プ
リ
ン
シ
プ
ル
】

①　
不
祥
事
の
根
本
的
な
原
因
の
解
明

不
祥
事
の
原
因
究
明
に
当
た
っ
て
は
、必

要
十
分
な
調
査
範
囲
を
設
定
の
上
、表
面

的
な
現
象
や
因
果
関
係
の
列
挙
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、そ
の
背
景
等
を
明
ら
か
に

し
つ
つ
事
実
認
定
を
確
実
に
行
い
、根
本

的
な
原
因
を
解
明
す
る
よ
う
努
め
る
。

そ
の
た
め
に
、必
要
十
分
な
調
査
が
尽

く
さ
れ
る
よ
う
、最
適
な
調
査
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、社
内
体
制
に
つ
い
て

も
適
切
な
調
査
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

そ
の
際
、独
立
役
員
を
含
め
適
格
な
者
が

率
先
し
て
自
浄
作
用
の
発
揮
に
努
め
る
。

【
グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
実
務
指
針
】

４　
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

４
．10　
有
事
対
応
の
在
り
方

（
独
立
社
外
役
員
等
に
よ
る
対
応
の
在
り
方

（
第
三
者
委
員
会
の
活
用
等
））

有
事
対
応
に
お
い
て
は
、当
該
事
案
に

利
害
関
係
の
な
い
独
立
社
外
取
締
役
や
独

立
社
外
監
査
役（
独
立
社
外
役
員
）が
、い

わ
ゆ
る
第
三
者
委
員
会
の
設
置
の
要
否
を

含
め
た
調
査
体
制
の
選
択
、同
委
員
会
の

組
成・運
営
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

【
社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

７　
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
策

⑴　
不
祥
事
発
生
時
に
社
外
取
締
役
に
期

待
さ
れ
る
役
割

不
祥
事
が
発
生
し
た
場
合
、社
外
取
締

役
に
は
、次
の
点
が
期
待
さ
れ
る
。

①　
不
祥
事
を
客
観
的
に
分
析
し
、社
内

取
締
役
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、不

を
行
っ
て
し
ま
う
と
、
被
害
の
拡
大
、
後

に
隠
ぺ
い
と
の
評
価
を
受
け
る
等
の
二
次

不
祥
事
を
生
じ
か
ね
な
い
。

よ
っ
て
社
外
役
員
は
、
そ
の
よ
う
な
二

次
不
祥
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

監
督
や
監
視
の
視
座
か
ら
積
極
的
に
必
要

な
対
応
を
提
言
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
端
緒

を
逃
さ
ず
調
査
を
実
施
す
る
流
れ
を
作

り
、
調
査
の
適
任
者
を
選
定
し（
と
き
に

は
自
身
を
候
補
者
と
す
る
こ
と
も
選
択
肢

と
な
る
）、
早
期
に
実
効
性
の
あ
る
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
左
記

に
、
社
外
役
員
が
不
祥
事
発
生
時
に
参
考

と
な
る
公
表
物
の
記
載
を
引
用
し
た
。

【
社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

７　
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
策

⑶　
初
動
対
応

②　
社
外
取
締
役
は
、不
祥
事
の
内
容・状

況
を
踏
ま
え
た
判
断
に
基
づ
き
、初
動

段
階
に
お
い
て
第
三
者
委
員
会
設
置
の

必
要
性
を
、日
本
弁
護
士
連
合
会
の｢

企

業
等
不
祥
事
に
お
け
る
第
三
者
委
員
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

を
参
考
に
判
断
す
る
。

そ
し
て
、問
題
の
概
要
が
不
明
確
な
段

階
で
あ
る
等
、第
三
者
委
員
会
選
任
の

必
要
が
な
け
れ
ば
自
ら
が
調
査
を
行
う

こ
と
も
検
討
し
、自
ら
が
調
査
対
象
と

な
っ
た
り
経
営
陣
が
直
接
関
与
し
て
い

る
な
ど
の
客
観
的
な
調
査
が
必
要
な
場

祥
事
の
具
体
的
内
容
、発
生
原
因
に
つ

い
て
、業
務
執
行
に
関
与
す
る
取
締
役

と
は
異
な
っ
た
公
平
か
つ
中
立
的
な
検

討
を
行
い
、意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

②　
発
生
し
た
不
祥
事
に
対
し
て
、誰
が

ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
べ
き
か
に
つ

き
、公
平
か
つ
中
立
的
な
判
断
を
す
る

こ
と
。

【
監
査
役
監
査
基
準
】

（
企
業
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
及
び
第
三

者
委
員
会
）

第
27
条　
（
略
）

不
祥
事
対
応
時
に
社
外
役
員
が
検
討

す
べ
き
対
応
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は

左
記
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・調
査
委
員
会
の
設
置
の
勧
告
⑴

・調
査
委
員
の
選
任

・調
査
委
員
へ
の
就
任

不
祥
事
に
対
し
て
は
、
一
般
的
に
正
常

性
バ
イ
ア
ス
⑵
が
働
き
や
す
く
、
業
務
執

行
に
関
与
す
る
取
締
役
ら
に
対
応
を
委

ね
て
し
ま
う
と
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

発
見
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
。
不
祥
事
や
そ
の
端
緒
を
把
握
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
適
切
な
対
応
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合
に
は
、第
三
者
委
員
会
の
設
置
及
び

適
切
な
委
員
の
選
任
に
積
極
的
に
関
与

す
る
。

【
監
査
役
監
査
基
準
】

（
企
業
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
及
び
第
三

者
委
員
会
）

第
27
条

⒈　
監
査
役
は
、企
業
不
祥
事（
法
令
又
は

定
款
に
違
反
す
る
行
為
そ
の
他
社
会
的

非
難
を
招
く
不
正
又
は
不
適
切
な
行
為

を
い
う
。以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場
合
、直
ち
に
取
締
役
等

か
ら
報
告
を
求
め
、必
要
に
応
じ
て
調

査
委
員
会
の
設
置
を
求
め
調
査
委
員
会

か
ら
説
明
を
受
け
、当
該
企
業
不
祥
事

の
事
実
関
係
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、【
Lv.
４
】原
因
究
明
、損
害
の
拡
大
防

止
、早
期
収
束
、再
発
防
止
、対
外
的
開

示
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
取
締
役
及
び

調
査
委
員
会
の
対
応
の
状
況
に
つ
い
て

監
視
し
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
Lv.
２
】

⒉　
前
項
の
取
締
役
の
対
応
が
、独
立
性
、

中
立
性
又
は
透
明
性
等
の
観
点
か
ら
適

切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

監
査
役
は
、監
査
役
会
に
お
け
る
協
議

を
経
て
、取
締
役
に
対
し
て
当
該
企
業

不
祥
事
に
対
す
る
原
因
究
明
及
び
再
発

防
止
策
等
の
検
討
を
外
部
の
独
立
し
た

弁
護
士
等
に
依
頼
し
て
行
う
第
三
者
委

員
会（
本
条
に
お
い
て「
第
三
者
委
員

会
」と
い
う
。）の
設
置
の
勧
告
を
行
い
、

あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
独
立

し
た
弁
護
士
等
に
自
ら
依
頼
し
て
第
三

者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、適
切

な
措
置
を
講
じ
る
。【
Lv.
３
】

⑴　

な
お
、
本
稿
は
調
査
委
員
会
の
設
置
を
前
提
と
し
た
記

載
と
し
て
い
る
が
、調
査
委
員
会
形
式
で
は
な
く
、内
部
者

（
お
よ
び
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
）に
よ
る
調
査
チ
ー
ム
形

式
の
場
合
に
も
同
様
の
議
論
が
妥
当
す
る
。調
査
委
員
会

や
調
査
委
員
を
、
調
査
チ
ー
ム
や
調
査
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

等
に
適
宜
読
み
替
え
ら
れ
た
い
。

⑵　

認
知
バ
イ
ア
ス
の
一
種
で
、
異
常
な
事
象
に
対
し
過
小

評
価
を
し
て
し
ま
う
傾
向
の
こ
と
。

初
動
対
応
に
お
け
る
所
作

⑴　
社
外
役
員
と
端
緒

社
外
役
員
に
と
っ
て
の
不
祥
事
対
応

は
、
不
祥
事
の
端
緒
と
接
触
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。

具
体
的
に
は
、
左
記
の
場
面
が
想
定
さ

れ
る
。

・取
締
役
会・監
査
役
会
等
の
組
織
内
会
議

体
へ
の
出
席

・会
計
監
査
人
か
ら
の
情
報
の
入
手

・従
業
員
等
か
ら
の
情
報
の
入
手

職
務
で
あ
る
と
こ
ろ
の
各
種
会
議
体
へ

出
席
す
る
な
か
で
疑
念
が
生
じ
た
場
合

に
、
そ
の
疑
念
を
払
拭
す
る
べ
く
質
問
や

資
料
の
確
認
等
を
行
う
こ
と
は
、
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
社
外
取
締

役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン「
第
２　

社
外
取
締
役

の
会
社
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
の
法
的

分
析
３
情
報
入
手
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
善
管
注
意
義
務
」や
不
祥
事
対
応
提
言

「
３
．
感
知
し
た
黄
色
信
号
に
関
す
る
注

意
事
項
と
そ
の
対
処
方
法
」が
参
考
と
な

る
。
そ
の
他
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
留
意
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
別
項
目
と
し

て
解
説
す
る
。

⑵　
会
計
監
査
人
か
ら
の

　
情
報
の
入
手

法
令
上
、
会
計
監
査
人
に
は
、
会
社
法

397
条（
監
査
役
に
対
す
る
報
告
）、
金
融
商

品
取
引
法
193
条
の
３（
法
令
違
反
等
事
実

発
見
へ
の
対
応
）の
2
つ
の
情
報
提
供
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
基
づ
く
情
報
提
供
を
受
け
た

場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
監
査
役

に
関
し
て
は「
法
令
違
反
等
事
実
又
は
不

正
の
行
為
等
が
発
覚
し
た
場
合
の
監
査
役

等
の
対
応
に
つ
い
て
～
監
査
人
か
ら
通
知

等
を
受
け
た
場
合
の
留
意
点
～
」⑶
が
存
在

す
る
⑷
。

そ
こ
で
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

監
査
役
等
が
こ
の
通
知
ま
た
は
報
告
を
受

け
る
場
合
は
、
事
態
が
極
め
て
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま

さ
に
有
事
の
対
応
と
し
て
迅
速
で
的
確
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
⑸
。

な
お
、
前
記
の
法
令
上
も
、
原
則
２
週

間
の
間
に
会
社
と
し
て
適
切
な
対
応
を
行

わ
な
い
場
合
、
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査

法
人
は
、
重
大
な
影
響
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
当

局（
金
融
庁
長
官
）に
対
し
て
法
令
違
反
等

事
実
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

る（
金
商
法
193
の
３
②
）。

⑶　

公
益
社
団
法
人
日
本
監
査
役
協
会
、
２
０
１
２
年
４
月

20
日

⑷　

春
日
電
機
㈱
、
㈱
セ
ラ
ー
テ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ー
ド
＆
リ
カ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
㈱
な
ど
の
事

例
が
あ
る
。

⑸　

会
計
監
査
人
側
の
対
応
と
し
て
は
、
監
査
・
保
証
実
務

委
員
会
研
究
報
告
25
号「
不
適
切
な
会
計
処
理
が
発
覚
し

た
場
合
の
監
査
人
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」　
（
日
本
公
認

会
計
士
協
会
、２
０
１
２
年
３
月
22
日
）参
照
。

⑶　
従
業
員
等
か
ら
の
情
報
の
入
手

【
社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

７　
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
策

⑵　
社
外
取
締
役
に
不
祥
事
に
関
す
る
情

報
が
持
ち
込
ま
れ
た
場
合

情
報
提
供
者
が
不
祥
事
に
関
す
る
情
報

を
社
外
取
締
役
に
持
ち
込
ん
だ
場
合
、社

外
取
締
役
は
、会
社
法
第
357
条
の
規
定
を

踏
ま
え
、そ
の
情
報
を
直
ち
に
監
査
役
に

報
告
し
、監
査
役
を
通
じ
た
会
社
に
よ
る

不
祥
事
対
応
を
促
す
。

focus
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⑶　
初
動
対
応

④　
社
外
取
締
役
は
、会
社
の
制
度
と
し

て
窓
口
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
、内
部
通
報
を
受
け
た
と
き

は
、自
ら
調
査
を
行
い
、又
は
適
切
な

役
職
員
に
対
し
て
調
査
等
を
依
頼
し
、

当
該
調
査
等
を
監
督
す
べ
き
で
あ
る
。

日
常
的
に
会
社
に
顔
見
せ
を
行
っ
て
い

る
社
外
役
員
の
場
合
、
顔
と
名
前
に
加
え

て
そ
の
立
場
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
従
業
員
等
か
ら
の
情
報
提
供
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
社
外
役
員
で

あ
る
こ
と
を
見
込
ま
れ
て
情
報
提
供
を
受

け
た
以
上
、
社
内
の
関
係
者
に
情
報
を
伝

達
す
る
だ
け
と
い
っ
た
お
ざ
な
り
な
対
応

は
許
さ
れ
ず
、
調
査
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ

ん
、
情
報
提
供
者
へ
の
報
復
が
な
い
か
と

い
っ
た
観
点
に
も
配
慮
し
た
継
続
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

調
査
に
お
け
る
所
作

⑴　
調
査
へ
の
参
画
の
態
様

社
外
役
員
に
よ
る
調
査
へ
の
関
与
は
、

選
任
す
る
側
と
な
る
か
、
就
任
す
る
側
と

な
る
か
に
大
別
さ
れ
る
。

【
社
外
役
員
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

5
．
4
．
3

監
査
役
等
は
、
企
業
不
祥
事
が
生
じ
た

有
事
に
お
い
て
は
、
不
正
の
原
因
を
徹
底

的
に
追
及
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
よ
り

当
該
事
象
と
利
害
関
係
の
な
い
社
外
専
門

家
等
と
協
働
し
、
調
査
委
員
会
等
を
組
織

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
監
査
役

監
査
基
準
に
は
、
委
員
の
選
任
へ
の
関
与

や
自
身
の
就
任
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
。
そ
の
う
え
で
、
社
外
取
締
役
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は「
自
ら
が
調
査
対
象
と
な
っ

た
り
経
営
陣
が
直
接
関
与
し
て
い
る
な
ど

の
客
観
的
な
調
査
が
必
要
な
場
合
に
は
、

第
三
者
委
員
会
の
設
置
及
び
適
切
な
委
員

の
選
任
に
積
極
的
に
関
与
す
る
」と
し
て

お
り
、
監
査
役
監
査
基
準
で
は「
監
査
役

は
、
当
該
企
業
不
祥
事
に
対
し
て
明
白
な

利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除

き
、
当
該
第
三
者
委
員
会
の
委
員
に
就
任

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
」と
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、

経
営
者
不
正
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
就
任
せ
ず
に
選
任
す
る
側
と
な
る
こ

と
が
適
切
で
あ
る
。

一
方
で
、
社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て「
問
題
の
概
要
が
不
明
確
な
段

階
で
あ
る
等
、
第
三
者
委
員
会
選
任
の
必

要
が
な
け
れ
ば
自
ら
が
調
査
を
行
う
こ
と

も
検
討
」と
あ
る
点
に
つ
い
て
も
留
意
が

必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
端
緒
や
疑
義
の
段
階
」の

よ
う
な
調
査
対
象
事
象
が
明
確
化
で
き
て

い
な
い
場
合
に
ま
で
、
第
三
者
委
員
会
を

設
置
す
る
必
要
は
な
く
、「
本
格
的
な
調
査

が
必
要
か
」、「
何
が
調
査
対
象
な
の
か
」と

い
っ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
内
部
者（
お
よ
び
外
部
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
）に
よ
る
調
査
チ
ー
ム
を
組
成

す
る
ほ
う
が
む
し
ろ
適
切
な
ケ
ー
ス
が
存

在
す
る
。
不
祥
事
が
発
生
し
た
場
合
に
は

と
り
あ
え
ず
第
三
者
委
員
会
を
設
置
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
部
者
に
よ
る
調
査
に
つ

い
て
は
、
客
観
性
・
中
立
性
を
有
し
つ
つ

も
社
内
に
精
通
し
た
社
外
役
員
が
調
査
に

参
画
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。

【
不
祥
事
対
応
提
言
】　

(
２
─
ｂ)

執
行
部
門
に
よ
る
調
査

事
案
に
よ
っ
て
は
、監
査
役
自
ら
が
調
査

に
乗
り
出
さ
ず
と
も
、例
え
ば
内
部
監
査

部
門
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
等
と
連

携
を
図
り
つ
つ
、そ
れ
ら
の
部
門
に
調
査
等

を
委
ね
る
こ
と
も
初
動
対
応
の一つ
と
し
て

十
分
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
監
査
役
に
つ
い
て
は
、
監
査
役

監
査
基
準
に
お
い
て
左
記
の
記
載
が
あ
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
監
査
役
監
査
基
準
】

（
企
業
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
及
び
第
三

者
委
員
会
）

第
27
条

３
．監
査
役
は
、当
該
企
業
不
祥
事
に
対
し

て
明
白
な
利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者
を
除
き
、当
該
第
三
者
委
員

会
の
委
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、【
Lv.
４
】第
三
者
委
員
会
の
委
員
に

就
任
し
な
い
場
合
に
も
、第
三
者
委
員

会
の
設
置
の
経
緯
及
び
対
応
の
状
況
等

に
つ
い
て
、早
期
の
原
因
究
明
の
要
請

や
当
局
と
の
関
係
等
の
観
点
か
ら
適
切

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、

当
該
委
員
会
か
ら
説
明
を
受
け
、必
要

に
応
じ
て
監
査
役
会
へ
の
出
席
を
求
め

る
。【
Lv.
３
】監
査
役
は
、第
三
者
委
員

会
の
委
員
に
就
任
し
た
場
合
、会
社
に

対
し
て
負
っ
て
い
る
善
管
注
意
義
務
を

前
提
に
、他
の
弁
護
士
等
の
委
員
と
協

働
し
て
そ
の
職
務
を
適
正
に
遂
行
す
る
。

【
Lv.
３
】

⑵　
調
査
チ
ー
ム
の
選
任

調
査
チ
ー
ム
の
組
成
に
あ
た
っ
て
、
社
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外
役
員
の
関
与
と
し
て
は
、
そ
の
組
成
を

主
導
す
る
と
こ
ろ
が
期
待
さ
れ
る
。

【
不
祥
事
対
応
提
言
】　

(

２
─ｃ)
調
査
委
員
会
等
を
設
置
し
た
調
査

経
営
ト
ッ
プ
が
監
査
役
の
調
査
等
に
協

力
的
で
な
い
場
合
に
調
査
委
員
会
等
の
設

置
を
働
き
か
け
て
も
、執
行
部
門
が
設
置

に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
、そ
の
場
合
は
監
査
役
が
主
導
し
て
調

査
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
ろ
う
。ま
た
、経
営
ト
ッ
プ
が
調
査
委
員

会
等
の
設
置
に
応
じ
た
場
合
で
も
、彼
ら

の
意
に
沿
う
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
の
で
、後
述
の
と
お
り
十

分
注
意
し
て
見
守
る
必
要
が
あ
る
。な
お
、

執
行
部
門
の
調
査
で
は
不
十
分
と
し
て
監

査
役
自
ら
設
置
を
主
導
し
た
調
査
委
員
会

等
が
不
祥
事
を
発
見
し
た
場
合
、監
査
役

は
善
管
注
意
義
務
を
果
た
し
た
と
評
価
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

調
査
委
員
が
選
任
さ
れ
る
経
緯
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
、
選
任
前
に

社
外
役
員
と
の
事
前
面
談
を
経
て
か
ら
選

任
す
る
と
い
う
こ
と
も
増
え
て
き
て
い

る
。
独
立
性
の
高
い
調
査
委
員
を
選
任
す

る
場
合
、
と
り
わ
け
第
三
者
委
員
会
と
い

う
名
称
を
冠
す
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

は
、
経
営
者
主
導
で
は
な
い
選
任
で
あ
る

こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
、
社
外
役
員
が

選
任
に
あ
た
っ
て
積
極
的
・
主
導
的
に
関

与
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
調
査
委
員

会
の
報
告
会
ま
で
社

外
役
員
が
調
査
委
員

と
接
触
し
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
事
例
も

存
在
す
る
が
、本
来
、

調
査
初
動
の
早
い
段

階
、
で
き
れ
ば
就
任

前
に
は
接
触
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
表
２
）。

⑶　
調
査
へ
自
ら
参
画
す
る
場
合

調
査
チ
ー
ム
が
組
成
さ
れ
社
外
役
員
が

参
画
す
る
場
合
、
積
極
的
に
調
査
現
場
へ

入
る
パ
タ
ー
ン
と
、
調
査
補
助
者
に
委
ね

る
パ
タ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
る
。
比
較
的
事

象
の
規
模
が
小
さ
く
、
調
査
チ
ー
ム
の
規

模
も
小
さ
い
場
合
、
前
者
の
パ
タ
ー
ン
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
比

較
的
事
象
の
規
模
が
大
き
く
、
調
査
チ
ー

ム
の
規
模
も
大
き
い
場
合
、
後
者
の
パ

タ
ー
ン
と
な
ろ
う
。

前
者
の
、
社
外
役
員
が
調
査
現
場
に

入
っ
て
い
く
場
合
に
つ
い
て
は
、
全
体
的

な
状
況
を
管
轄
す
る
者
を
明
確
に
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
調

査
期
間
の
制
約
が
あ
る
会
計
不
祥
事
の
よ

う
な
場
合
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
り
、
全

体
を
統
括
す
る
者
が
不
存
在
の
場
合
、
法

定
開
示
書
類
の
提
出
期
限
と
の
関
係
で
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
厳
し
い
局
面
に
直
面
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

後
者
の
、
調
査
補
助
者
か
ら
の
報
告
を

受
け
る
立
ち
位
置
の
場
合
は
、
当
該
調
査

補
助
者
の
適
切
性
に
意
識
を
向
け
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
期
限
を
区
切
り
な
が
ら

の
進
捗
管
理
も
重
要
で
あ
り
、
週
に
１
回

の
進
捗
管
理
の
場
で
よ
い
の
か
、
毎
日
定

例
の
進
捗
確
認
と
作
業
指
示
の
会
合
を
設

け
る
の
か
、
と
い
っ
た
進
捗
管
理
面
で
の

関
与
は
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
調
査
委
員
へ
の
就
任
の
論
点
か

ら
派
生
し
て
、
調
査
委
員
長
へ
の
就
任
を

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ

の
点
は
特
に
調
査
が
社
外
役
員
＋
外
部
専

門
家
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
独
立
性
が
高
い

委
員
会（
特
に
第
三
者
委
員
会
）に
お
い
て

重
要
で
あ
る
。

筆
者
ら
の
私
見
と
し
て
は
、
会
社
の
内

部
事
情
に
一
定
の
知
見
の
あ
る
社
外
役
員

が
調
査
委
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
調
査
の
効
率
性
と
客
観
性
・
中
立
性

を
調
和
さ
せ
る
こ
と
か
ら
有
用
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
他
方
で
、
社
外
役
員
が
調

査
委
員
長
へ
就
任
す
る
場
合
、
件
外
調
査

等
に
お
い
て
正
常
性
バ
イ
ア
ス
が
働
い
て

（図表２）　調査委員会の選定の目安
低 ⇔ 案件の複雑性 ⇔ 高
低 ⇔ 役員の関与 ⇔ 高
低 ⇔ 組織的関与 ⇔ 高
低 ⇔ 委員の独立性 ⇔ 高

し
ま
う
懸
念
が
払
拭
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
で
き
得
れ
ば
純
粋
外
部
の
専
門
家
が

調
査
委
員
長
へ
就
任
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

⑷　
調
査
委
員
会
と
の
連
携

調
査
委
員
会
に
社
外
役
員
が
参
画
し
て

い
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
、
連

携
の
方
法
は
異
な
る
。
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、情
報
連
携
の
場
を
設
け
る
か
否
か
と
、

最
終
的
な
報
告
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

①　

社
外
役
員
が
参
画
し
て
い
な
い
場

合こ
の
場
合
は
、
調
査
委
員
会
の
発
足
時

の
よ
う
な
早
い
段
階
で
、
社
外
役
員
と
調

査
委
員
会
と
の
連
絡
会
を
定
期
的
に
セ
ッ

ト
し
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
予

定
ど
お
り
に
調
査
が
進
捗
し
て
い
る
か
否

か
、
当
初
想
定
外
の
事
象
が
発
生
し
て
い

な
い
か
に
つ
い
て
、
社
外
役
員
と
し
て
も

適
時
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。調

査
対
象
範
囲
が
広
が
っ
た
等
の
事

情（
不
適
切
行
為
の
新
た
な
手
口
、
調
査

対
象
期
間
の
拡
大
）に
よ
り
当
初
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
と
い

う
情
報
や
、
不
適
切
行
為
へ
の
関
与
者
や

関
与
部
署
の
拡
大
と
い
っ
た
情
報
に
つ
い

て
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
把
握
で
き

focus
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る
よ
う
、
調
査
委
員
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
当
初
か
ら
意
識
的
に

設
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

②　

社
外
役
員
が
参
画
し
て
い
る
場
合

こ
の
場
合
は
、
社
外
役
員
と
調
査
委
員

会
と
の
定
例
会
と
い
う
形
も
あ
る
が
、
調

査
委
員
と
な
っ
て
い
る
社
外
役
員
が
主
導

的
に
動
く
こ
と
に
よ
り
、
参
画
し
て
い
な

い
社
外
役
員
や
、
そ
の
他
必
要
な
組
織
内

の
者
へ
、
定
期
的
な
進
捗
連
絡
会
や
、
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
臨
時
連
絡
会

を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。　

調
査
委
員
会
の
場
合
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関

係
上
、
社
外
役
員
へ
の
報
告
が
後
回
し
に

な
り
や
す
い
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
社
外

役
員
参
画
型
の
場
合
は
、
調
査
へ
参
画
し

て
い
る
社
外
役
員
に
よ
り
、
適
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。　

調
査
の
秘
匿
性
と
の
関
係
で「
何
を
ど

こ
ま
で
共
有
で
き
る
の
か
」と
い
う
点
に

つ
い
て
調
査
委
員
会
内
で
の
調
整
が
重
要

と
な
る
が
、
純
粋
外
部
の
調
査
委
員
会
よ

り
も
、
組
織
と
調
査
委
員
会
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
こ
と
が
多

く
、
調
査
手
続
へ
の
協
力
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
見
直
し
等
に
お
い
て
プ
ラ
ス
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

⑸　
報
酬
規
制
と
調
査
活
動

社
外
役
員
が
調
査
活
動
を
行
う
場
合
、

当
該
調
査
活
動
に
対
し
て
、
社
外
役
員
へ

報
酬
を
支
払
う
か
否
か
と
い
う
、
悩
ま
し

い
問
題
が
存
在
す
る
。

ま
ず
問
題
に
な
る
の
が
、
当
該
支
払
が

会
社
法
361
条
が
指
す「
報
酬
等（
報
酬
、
賞

与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
株

式
会
社
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
）」に

な
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
報
酬
等

に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
報
酬
規
制
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
、
社
外
取
締
役
が
調
査
活
動
に
関

与
す
る
場
合
は
、「
調
査
委
員
会
は
、
取
締

役
会
の
監
督
機
能
の
う
ち
、
会
社
運
営
の

適
法
性
確
保
を
補
完
す
る
も
の
」で
あ
る

こ
と
か
ら「
社
外
取
締
役
が
当
該
委
員
会

の
委
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
、
社
外

取
締
役
の
職
務
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ

る
」⑹
と
さ
れ
、「
報
酬
等
」に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
社
外
監
査
役
が
調

査
活
動
に
関
与
す
る
場
合
は
、「
取
締
役
の

職
務
執
行
の
監
督
の
一
環
と
考
え
ら
れ
、

社
外
監
査
役
の
職
務
に
含
ま
れ
る
と
解
さ

れ
る
」⑺
こ
と
か
ら
、
同
じ
く「
報
酬
等
」

に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
実
務
上
は
報
酬
規
制
に
沿
っ

た
対
応
が
必
要
と
な
り
、
事
業
報
告
等
へ

の
開
示
等
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、

そ
の
報
酬
額
を
固
定
と
す
る
の
か
変
動
と

す
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
形
で
組
織
内
の

承
認
を
経
る
の
か（
取
締
役
会
な
の
か
報

酬
委
員
会
な
の
か
）と
い
っ
た
点
に
つ
い

て
も
、
株
主
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た

せ
る
よ
う
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、損
金
算
入
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

定
期
同
額
給
与
、
事
前
確
定
届
出
給
与
、

業
績
連
動
給
与
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

⑹　

本
村
健
ほ
か
編
著『
第
三
者
委
員
会　

設
置
と
運
用

（
改
訂
版
）』（
き
ん
ざ
い
、２
０
２
０
年
）69
～
70
頁

⑺　

本
村
健
ほ
か
編
著『
第
三
者
委
員
会　

設
置
と
運
用

（
改
訂
版
）』（
き
ん
ざ
い
、２
０
２
０
年
）70
頁

⑹　
監
査
役
、監
査
等
委
員
・
監
査
委

員
た
る
取
締
役
に
固
有
の
留
意
点

監
査
役
、
監
査
等
委
員
・
監
査
委
員
た

る
取
締
役（
以
下
、「
監
査
役
等
」と
い
う
）

は
、
取
締
役
の
職
務
執
行
を
監
査
す
る
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
調
査
権
な
ど
独
自
の

権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
祥
事

の
調
査
や
差
止
請
求
等
は
、
会
社
法
で
定

め
ら
れ
た
監
査
役
等
の
権
限
と
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

監
査
役
等
は
、
関
係
者
ら
と
効
果
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
計
監

査
人
と
も
十
分
に
連
携
し
て
、
適
切
な
調

査
方
法
の
選
択
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
な
お
、「
監
査
役
等
と
監
査
人
と

の
連
携
に
関
す
る
共
同
研
究
報
告
」⑻
の

「
４
．
連
携
の
時
期
及
び
情
報
・
意
見
交

換
す
べ
き
基
本
的
事
項
の
例
示
」に
お
い

て
、
監
査
役
等
と
監
査
人
の
連
携
時
期
に

つ
い
て
例
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
も「
⑹
随
時
、
⑦
監
査
役

等
が
監
査
人
の
監
査
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

判
断
し
た
次
の
事
項（
監
査
役
等
は
、
そ

の
責
任
の
範
囲
内
に
お
い
て
説
明
）」の
箇

所
に
つ
い
て
は
、
調
査
委
員
に
就
任
し
た

場
合
及
び
調
査
委
員
会
か
ら
の
連
携
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
に
は
参
照
さ
れ
た
い
。

⑻　

公
益
社
団
法
人
日
本
監
査
役
協
会
・
日
本
公
認
会
計

士
協
会
、２
０
１
８
年
１
月
25
日
改
正

後
始
末
に
お
け
る
所
作

⑴　
調
査
報
告

調
査
が
終
了
す
る
と
、
結
果
に
つ
い
て

調
査
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
調
査
報
告
会
が
開
催
さ

れ
る
。
調
査
報
告
会
は
セ
レ
モ
ニ
ー
で
し

か
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
必
ず
し
も

開
催
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
部
に

な
る
こ
と
が
多
い
調
査
報
告
書
の
エ
ッ
セ

ン
ス
部
分
に
つ
い
て
、
伝
え
る
べ
き
主
体

に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
は
、
時
間
と
費
用

を
か
け
た
調
査
を
投
資
と
し
て
生
か
す
た

め
に
も
、
組
織
側
の
腹
落
ち
感
と
い
う
観

点
か
ら
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
筆

者
ら
は
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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社
外
役
員
と
調
査
報
告
の
関
係
と
し
て

は
、
ま
ず
は
調
査
報
告
書
の
共
有
と
い
う

点
が
あ
ろ
う
。調
査
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

正
式
版
に
加
え
て
、
要
約
版
や
開
示
版
、

マ
ス
キ
ン
グ
版
な
ど
と
い
っ
た
バ
ー
ジ
ョ

ン
違
い
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
社

外
役
員
は
、
調
査
報
告
書
を
入
手
す
る
機

会
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
と
し
て
、
正
式
版
を
入
手
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
調
査
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
場

合
に
は
、
出
席
の
可
否
と
い
う
点
が
あ

る
。
調
査
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合

に
、
取
締
役
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る

場
合
も
あ
れ
ば
、
限
定
さ
れ
た
参
加
者
の

み
で
開
催
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
必

ず
し
も
社
外
役
員
が
出
席
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
祥
事
の
後

始
末
に
つ
い
て
も
社
外
役
員
の
関
与
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
報
告
会

へ
の
出
席
を
要
請
す
る
こ
と
も
必
須
で
あ

ろ
う
。

加
え
て
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
通
常

の
調
査
報
告
会
と
は
別
に
時
間
を
確
保

し
、
調
査
側
と
社
外
役
員
の
み
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る
こ
と
も
有

用
で
あ
ろ
う
。
調
査
側
と
し
て
も
、
全
体

的
な
報
告
と
は
別
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
目
線

の
指
摘
等
に
つ
い
て
は
、
別
途
社
外
役
員

の
み
に
伝
え
た
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
そ

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

は
、
調
査
結
果
を
将
来
に
生
か
す
に
あ
た

り
意
味
が
あ
る
。

⑵　
調
査
結
果
の
咀
嚼

調
査
報
告
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
原
因

分
析
と
再
発
防
止
策
の
提
言
を
受
け
て
、

組
織
側
と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
と

な
る
。

【
社
外
取
締
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

７　
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
策

⑸　
不
祥
事
対
応
の
最
終
段
階
に
お
け
る

対
応

社
外
取
締
役
は
、
会
社
が
不
祥
事
対
応

を
適
切
な
形
で
終
え
る
よ
う
、
以
下
の
点

に
注
意
し
、
必
要
な
意
見
を
述
べ
る
。

①　
不
祥
事
の
原
因
を
的
確
に
分
析
し
、

当
該
分
析
を
踏
ま
え
た
今
後
の
再
発
防

止
策
が
策
定
さ
れ
、実
行
に
移
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

②　
不
祥
事
の
責
任
を
負
う
べ
き
者
に
対

し
て
、相
当
か
つ
適
切
な
処
分
あ
る
い

は
責
任
の
追
及
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

③　

不
祥
事
に
よ
り
会
社
が
損
害
を
与

え
た
相
手
に
対
し
て
、適
切
な
措
置
を

採
っ
て
い
る
こ
と
。

④　
必
要
と
さ
れ
る
対
外
的
対
応
を
取
っ

て
い
る
こ
と
。

調
査
主
体
が
、内
部
者
メ
イ
ン
な
の
か
、

外
部
者
メ
イ
ン
な
の
か
で
、
原
因
分
析
と

再
発
防
止
策
の
レ
ベ
ル
感
が
異
な
る
の
が

通
常
で
あ
る
。
一
般
的
に
調
査
主
体
が
外

部
者
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
調
査

報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
は
組

織
側
で
咀
嚼
し
て
、
実
際
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
落
と
し
込
む
作
業
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
多
い
。

最
近
で
は
、
不
祥
事
の
後
始
末
に
あ

た
っ
て
、
内
部
統
制
改
善
委
員
会
、
経
営

諮
問
委
員
会
、
リ
ス
タ
ー
ト
委
員
会
な
ど

と
い
っ
た
名
称
で
会
議
体
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
委
員
長

と
し
て
形
で
社
外
役
員
が
関
与
す
る
こ
と

も
増
え
て
き
て
い
る
。

調
査
委
員
会
へ
参
画
し
た
社
外
役
員
が

こ
う
い
っ
た
会
議
体
へ
引
き
続
き
関
与
す

る
こ
と
は
、
調
査
内
容
を
踏
ま
え
た
改
善

活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
社
外
役
員
が
調
査
委
員
会
へ
参

画
す
る
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
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矢田　悠（やだ・ゆう）
弁護士・公認不正検査士
金融庁、証券取引等監視委員会を経てひふみ総
合法律事務所代表パートナー。金融関係の検査、
監督、企画（立法）業務に従事した経験から、上
場会社の開示規制、インサイダー取引規制、金
融規制について、実務に即した専門性の高いア
ドバイスを提供する一方、自ら社内調査委員会、
第三者委員会での調査も担当している。『証券訴
訟―虚偽記載』（共著、中央経済社、2017年）等、
著書多数。

張本　和志（はりもと・かずし）
公認会計士　税理士　システム監査技術者
監査法人勤務を経て、張本公認会計士事務所代
表。財務書類および内部統制監査業務のほか、
株価算定等の企業価値評価業務などに関与。ま
た、不祥事事案の第三者委員会委員等、不祥事
調査案件に多く関与。主な共著は『第三者委員会
　設置と運用（改訂版）』（きんざい、2020年）。

河江　健史（かわえ・けんじ）
公認会計士
監査法人、証券取引等監視委員会勤務を経て、
河江健史会計事務所代表、ＦＹＩ㈱代表取締役。
主な共著は『内部管理実務ハンドブック』（中央経
済社、2009年）、『企業不祥事インデックス（第２
版）』（商事法務、2019年）、『第三者委員会　設置
と運用（改訂版）』（きんざい、2020年）等。不祥
事対応、危機管理、ガバナンスおよびコンプライ
アンス強化支援等の経験多数。
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